
研究報告

滋賀医科大学看護学ジャーナル　8(1), 55-60

要介護高齢者の在宅介護を支えるもの

一家族介護者-のアンケートおよびインタビューより-

山口　豊子1,福嶋　正人2,芝山　江美子3

1滋賀医科大学医学部看護学科地域生活看護学講座, 2立命館大学

2高崎健康福祉大学

要旨

在宅介護を重視している社会状況のなか、要介護高齢者を介護する家族介護者-のサポートの意義は大きい。介護

保険居宅サービスを利用している家族介護者-のアンケート、および、家族介護者-のインタビューを行った。在宅

介護の現状、介護肯定感・負担感の分水嶺となる要因を明らかにするために、 K J法による分析を行った。その結果、

在宅介護がうまく機能しない要因として、家族介護者のく孤立>く閉鎖>く葛藤>といった概念が導き出された。逆

に、在宅介護を可能にする要因にはくニーズにあったサービスの柔軟さ>く精神的なゆとり>く家族、関係者等との

人間関係>があり、 『新しい関係性』を構築することが最大の鍵となることが示唆された。
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はじめに

わが国は本格的な高齢社会に向け、これまでの施

設介護から在宅介護-とシフト転換した在宅福祉、市

町村中心、民間活力の導入を重点としてきた。 1989

年12月「高齢者保健福祉推進十か年戦略」 (ゴール

ドプラン)が策定され、要介護高齢者-の福祉サービ

スの計画的な量的整備が開始された。 1994年には新

ゴールドプラン、その後、 2000年4月より介護保険

法等の導入が行われた。このことにより、施設入所は

量的にも限界である状況のなか、地域差はあるが居宅

サービスの種類や量など社会資源の増加が図られ、介

護保険施行前との比較ではサービス利用の拡大がみら

れる。家族機能の脆弱化、小家族化、地域関係の希薄

化、介護の重度化および長期化という社会状況のなか、

在宅介護は家族の介護力を前提にしているといえる。

要介護者を在宅で介護する家族介護者は、社会生

活上のストレスのほか個人差はあるが介護によるスト

レスをも抱えている。拘束感、孤立感や義務感等を特

徴とする介護ストレスは、介護量の多少にかかわらず、

身体的不調、うつ病など身体精神症状も引き起こして

いる。各種メディアにおいても、在宅介護での高齢者

虐待、介護殺人等の事件の報道があとを絶たず、日々

の在宅介護の大変さを物語っている。

一方、家族、地域、職場の協力を得ながら、日々

の介護における達成感や充実感、家族の粋、あるいは

看取り終えた満足感を得た介護者は、 「夫がいたから、

頑張れた-・」と配偶者や家族の理解・協力の重要性

を話した。多くの介護負担感とともに肯定的側面も同
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時に見受けられた。

これまでの研究では、在宅介護は家庭生活に様々

な影響を生じることから、介護負担に関する研究は広

く行われてきた卜4) 。介護負担に関するもの、在宅

介護継続と中断の要因に関するもの、介護者の健康、

Quality Of Lifeや満足度に関するもの等であった。

しかし、最近、介護を負担ととらえるだけでなく、肯

定的な側面の重要性が報告されている。肯定的側面を

「生きがい感」という視点で捉え5-6) 、介護に対す

る喜びや満足感が在宅介護継続意思と関連しているこ

と7) 、また、肯定感が負担感を軽減する効果をもつ

ことを明らかにしている8) 。家族介護者の肯定感を

ストレス対処行動との関連9)や各種介護サービスの

満足度の視点10)から捉えていた。これらの研究結果

から、介護者が介護をより有益な体験として受け止め

る肯定的側面に着目し、介護負担の軽減の視点からだ

けではなく、肯定感を高める支援の検討も必要である

と考える。従来の研究においては、介護肯定感の状況

を検討したものが多くみられたが、肯定感が生成され

る要因については十分検討がなされていない。

本研究では、在宅介護の現状及び、介護肯定感・

負担感の分水嶺となる要因を明らかにすることを目的

とした。

WW J/U:

1.研究方法

家族介護者-のアンケート調査(自由記述) 、家族

介護者-のインタビューをもとに分析する。



要介護高齢者の在宅介護を支えるもの

(1)　家族介護者-のアンケート調査

調査対象者はA市(農山村地域)において介護保

険居宅サービスを利用し、調査に協力の得られた家族

介護者816名。介護支援専門員の訪問時に研究の趣旨

と自由意志で諾否が決められること等について文書お

よび口頭にて説明し、留め置き調査。無記名とし郵送

による回収を行った。調査時期は2005年9月から10

月。主な調査内容は、介護サービス全般の満足度、介

護サービスを利用してよかったこと・困っていること

(自由記述)等であった。有効回答数は460名(回答

率56.3%) 、そのうち自由記述の回答のあった者は

254名であった。本研究では、自由記述についての分

析とした。

(2)家族介護者-のインタビュー

研究の趣旨を事前に家族の会の代表者より会員-

伝えてもらい、了解のあった家族介護者2名を対象に

行った。期間は2006年2月、場所は毎月家族の会を

実施している喫茶店の一室、介護者のさまざまな気持

ち(介護しはじめたころ、困ったこと、よかったなあ

と思うこと等)や介護者の集いに参加しようと思った

時、参加した気持ちについて、 60分から80分程度の

インタビューを行い、対象者の承諾を得たうえでテー

プに録音した。

2.分析方法

家族介護者-のアンケート調査(在宅介護に関す

る自由記述)および家族介護者のインタビューについ

てはK J法による分析を行った。

アンケートの自由記述については、在宅介護に関

する内容をKJラベルに転記し、 132枚のラベルを得

た。多段ピックアップにより　41枚に絞り込んだもの

を元ラベルとしてグループ編成を行い、イメージの統

合を行った(統合されたイメージを文章にし、ラベル

化したものを「表札」という) 。この作業を複数回繰

り返し、結果として8つのグループ(表1参照、 **

第2段階表札)に編成された。

家族介護者のインタビューでは、逐語録より在宅

介護に関するものをK Jラベルに転記し、上記と同様

の作業を行った。家族介護者のインタビューでは、 82

枚のラベルを多段ピックアップにより　30枚に絞り込

んだものを元ラベルとして5つのグループ(表2参照、

**第2段階表札)に編成された。

それぞれグループ編成された結果は、 2枚の「K

J法図解」として作成したが、本稿ではそれらを表形

式に整理して提示した(表1、表2) 。

なお、 KJ法による分析過程およびまとめでは、

K J本部　川喜田晶子主任研究員によるスーパーバイ

ズを受けた。

3.倫理的配慮

家族介護者アンケートについては、 A市介護支援

専門員連絡協議会においてケアマネジャーに対して文

書および口頭により、研究目的・方法について充分に

説明し研究協力の同意を得た。ケアマネジャーが居宅

介護サービス利用者宅-訪問の際に研究の趣旨を口頭

および文書にて次の項目を説明し、家族介護者の自由

意志下で協力を依頼した。 ①調査表には個人が特定さ

れないよう無記名による回答とする。 ②本研究によっ

て得られたデータは、厳重に保管し本研究以外には使

用しない。研究終了後直ちに調査表は粉砕処理し、パ

ソコン-の入力データは消去する。 ③研究-の参加は

任意である。いつでも、中止することができ、それに

よる不利益を被ることはない。 ④調査表の返送をもっ

て、本研究-の同意が得られものとする。

家族介護者-のインタビューでは、研究目的・方

法を家族の会の代表者-説明し研究協力の同意を得た。

代表者より会員に研究の趣旨を伝えてもらい協力意向

のあった家族介護者をインタビューの対象とした。イ

ンタビュー開始前に再度、研究目的・方法、上記アン

ケートと同様に(力から③を口頭および文書にて説明し、

家族介護者の自由意志下で協力を依頼した。

結果および考察

1.家族介護者の自由記述アンケートく表1 >より

(1)家族介護者の葛藤、孤立、喜び

在宅介護は、年金生活による経済的負担、農山村

地域のため交通機関の利便性に乏しいことによる通院

時の困難さ、身近な相談窓口の不足など物理的な諸問

題を抱えている。さらに、 「介護の日々は気持ちよく

過ごせたという目は1日もない」 「虐待につながりか

ねない介護者自身が怖くなる」 「要介護者に優しく接

することが出来ないこんな自分を責めてしまう」等の

心理的ストレスが見受けられた。介護サービス利用を

介護者は望んでいても要介護者の不安や拒否により介

護サービスに繋がらない現状があり、葛藤の連続であ

るといえる。例えば、長男の嫁が介護者である場合は

介護者の気持ちもわかってほしい、有難みを感じてほ

しいと望んでいた。

つまり、子どもの有無、子どもとの同居・別居にか

かわらず、日常的に介護者は孤独感や不安を感じてい

る傾向がみられる。家族介護者は、生活上のさまざま

な困難に直面し、葛藤を抱えている。このような介護

者の気持ちを要介護者や家族も理解してほしいと願っ

ているといえる。

また、家族介護者はデイサービスや訪問介護等の介

護サービスを利用することにより人間関係が活性化し、

要介護者自身が明るくなったという結果を得ている。

そのため、要介護者がもてる力を発揮できるようなサ
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-ビスの内容に期待している。さらに、要介護者の喜

びは介護者の喜びや感謝をももたらしている。つまり、

介護サービスをとおして新しい人間関係をもつことに

より、要介護者、介護者ともに喜び、生き生きとした

日常生活の変化がみられた。また、孤立した状況では

不安や依存傾向の助長となりやすい。

(2)家族や本人の状況に合った介護サービスを利

用できると最期まで在宅介護も可能

福祉用具貸与、住宅改修や訪問リハビリテーショ

ン等は有難く、さらに利用したいと思う反面、施設の

設備やケア内容についての不満を抱えている。その他

に、サービス利用までの手続きが大変であり、在宅の

中心的なサービスであるショートステイ、デイサービ

スの利用を自由に選択できない状況である。通院手段

や経済的な問題等の様々な生活上の課題についても身

近に相談したい、家族の状態にあった介護サービスを

選択できるように、という要望がある。

また、自宅で最期まで暮らしてもらいたいと思っ

ている家族介護者にとって、経済的負担にならない範

囲で利用できる介護サービスは助かっている。つまり、

在宅介護を可能にしている一面といえる。

<表1 >より、在宅介護を可能にする条件として、

(孤立を超える)ことと(柔軟な介護サービス)と

いう2つのポイントが導き出された0

2.　家族介護者のインタビューく表2>より

(1)介護そのものについての想いや介護がプラス

された日常生活の変化を、家族介護者自身の

殻に閉じ込めがち

今回、インタビューに応じた家族介護者は、当初、

近所や親戚から"長男の嫁が介護してあたりまえ"と

している慣習のなかで介護が始まった。その時の気持

ちを「夫が親不孝に見られるのが嫌やったから介護す

るしかなかった」 、 「最初は介護者の心の中に詰め込

んで辛抱していた」 。 「辛いけど私が(介護を)する

しかない。長男の嫁だから--・」 、 「いつも要介護

者といると息が詰まる」等と話した。認知症の始まり

の行動にショックを受け、どう対応してよいか混乱し、

介護者もパニックになった。このような状況を身近な

人(夫)にわかってもらえないと「もう、言わんとこ

う」と孤独になり、さらに閉鎖的な状況をつくってし

まっていた。 「更年期で辛かった」など、介護者自身

の入院、介護者の子の結婚・出産、孫の育児の協力な

ど介護以外のことにも直面した。 「何と言っても、嫁

姑の問題がものすごく、介護はとてもきつかった。何

でもかんでも我慢していた反動かな」と話していた。

その他に、介護者が精神的に行き詰まった時、介護サ

ービス利用により、介護者だけ、家族だけで抱え込ま
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ず対処できた、経済的にも負担にならない範囲で希望

する介護サービスが利用できるという声が出ていた。

つまり、介護者の生活には介護と介護以外のことが

あり、追いつめられやすく、ストレスが強くなるとい

うように悪循環傾向がみられた。介護サービスを利用

し新しい関係性をつくることにより、ストレスが緩和

され自由時間ができ、ゆとりがもてる。

(2)内的な想いを外的な行動に向けると『人と人

との関係性』が育つo　介護者自身の内的変化

や要介護者-の理解を深める契機となる

「本当に、シンドクなった時(以前、保健師に勧

められていた)家族の会に出かけた。人の話を聴いて、

しゃべって変わってきた。友達ができた」 、要介護者

に対しては「 "おばあちゃんの人生いろいろあって、

頑張って来はったんやな"と考えるゆとりが出てきた

ら、ひどいこと言うたな--・とも思えた」等の意見

が聞かれた。同じような境遇にある介護者と家族との

交流は新しい関係の発見となり、介護者自身の成長、

家族の結束、困難な状況に向かうェレルギ-となった。

新しい関係性をとおして、介護と日常生活のスト

レスにより閉鎖的になりやすい介護者の心の扉を開く

ことができ、学びや成長のきっかけともなる。ひいて

は、介護者自身の要介護者-の理解が深まる。

<表2>より、 (閉鎖的な悪循環)のかたちと、

それを打破する(新しい関係性)の重要性が把握で

一・:- /蝣∴

訂Iillil

在宅介護がうまく機能しない要因として、 (孤

立) (閉鎖) (葛藤)が導き出され、逆に在宅介護を

可能にする要因には(柔軟さ) (精神的なゆとり)

(良好な人間関係)等があり、 『新しい関係性』を構

築することが最大の鍵となることが示唆された。

介護者がさまざまな葛藤や想いを経て介護サービス

利用に至る過程においても、介護者と要介護者との既

存の関係の見直しや再発見がある。さらに、介護サー

ビスの利用や継続によって、人や機関や施設等との新

たな関係性が拡がり、信頼や交流が生まれる。

このような関係性の再発見・再構築・拡がりの有

無がこれからの在宅介護の明暗を分かつといえる。

家族介護者自身のこだわり・世間の目・社会的規範

に縛られず、 (新しい関係性)をもつことで、要介護

者も家族介護者も喜び、生き生きとした生活が送れる

よう支援することが重要である。
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表1　在宅介護の現状:家族介護者へのアンケートより[KJ法によるラベル統合の流れ]
71:　フ　ベ　ル 第1段階<表札>

.福祉用 具貸与や住宅改修は有難 い * さま ざまな介護 サー ビ * * 介護サー ビスのニー

.訪 問 リハ ビリテーシ ョンは もつ と増やせ ると良い スは有難 い0 さ らに利用 ズは高い0 さ らに、有難

.通院時ふれ あいバス を利用 し助 かっている したい い反 面、事務手続 きの簡

略 さ、適切 な認定 、よ り.調 査や サー ビス利用の手続きが大変

.認定調査訪問時 間が短 く (要介護 者の) 状態 を正 しく見て もらえ 柔 軟なサー ビス利用 が望

まれ るてい ない と思 う

. (介護者 が) 気軽に外出できるよ うに して ほしい

.シ ョー トステイ 、デイサー ビス、訪 問介護 の利用について、施 * 家族 の状 態に あった介

設 、期 間 (期 日) 、利用時間が 自由に選択で きない 護 サー ビスを もつ と自由

.シ ョー トステイ 、デイ サー ビスの利用可能回数 が少 ない0 要支援 に選択 で きる柔軟 さを望

も介護度 とは別枠で利用枠がほ しい0 年 に1回 ぐらいは む (利 用施設 、 時期 や 時

間等ー
.介護者 は子育て 、大病な どさまざまな介護以外の負担 もあるので * 普段 の生活 には介護以 * * 日常生活には介護 以

(ダブル . トリプルパ ンチ) 、訪 問介護 、訪問看護、訪問入浴 、 外 の事柄 もあるので、要 外 のこともあ るので、 さ

シ ョー トステイ等有難い 介護者 を1日中み てい るこ らに追い詰め られる0

. 1 日中みてい ることはできない ので助かっている
とはできない0 介護サー

ビス利用 によ り介護者、

家族 に自由時間が とれて

ホ ツとす る

サー ビス利用に より時間
的、精神的なゆ とりがで

きて助か る
.介護者や家族 の自由時間ができて有難 い(外 出、休息、仕事、家事

等)

.サー ビスを利用すればス トレスが緩和 され ホツとす る

.家庭崩壊寸前だ った 時、精神 的 .感情的 に介護者 が行 き詰ま った * 介護者がせ つぱっまつ

時、介護保 険に助 けて もらった0 た状態 であつて も、サー

.介護者ひ とり、あるいは、家族 だけで抱 え込 まずにすむので助
ビス利用 によ り抱 え込ま

ずにすむ ので助かった
かった

.困った時 、緊急 時にケアマ ネジャー、 ホー ムヘルパ ー、看護師等

に相 談できる

.ホームヘルパーや看護 師に話 をす るとス トレスがたま らな くなつ

てきた

.老老介護 を しなくてすむので助 かっている * あ くまで 『在宅』で介護 したい と希望する家族 に

.希望す るサー ビスが受 けられる0 多 くのサー ビスが利用できる とって経済的負担が軽 く利用でき る多彩 な介 護サー

.経 済的にあま り負担にな らない ビスは助か ってい る0

. 自宅で最期まで暮 らしても らいたい と頑張 っている0 介護保険が

あるか ら在宅介護可能である

.子 どもの有無 、別居 . 同居 にかかわ らず 、著者 介護 のため四六時 *家族 との 同居 別居 にか * * 人 間関係 を もつ こ

中不安 である かわ らず、介護 者 も要 とで、 要介護 者、介 護

.ホームヘルパー のいない ときは不安 である 介 護者 も孤 立す るので 者 も共 に生 き生 き と し

.認知度が重症 になれ ば、デ イサー ビスや シ ョー トステイでみて も
は と思 うと不 安 がつ の

る

て喜び を得 られ る。 反

面、孤立 は不 安 を助 長

す る
らえないのではとい う不安がある

.要介護者 はデイ サー ビスや シ ョー トステイ の利 用に より、人間 関 * 要介護 者 はデイ サー ビ

係 が活性化 し明 るくなった スや訪 問介護 の利用 に よ

.デイサー ビスで は認知症 と身体障害 を別 々にわけてほ しい り人 間関係 を もち、生 き

.デイサー ビスで は、介護度 の違 う人が一緒 に されて しまって話 し 生 き とな るよ うな人 との

がAi b なし上 .読 u p手がほ しい 交流 を望む

.要介護者 はデイ サー ビスに大満足であ る0 本人 の喜 びは介護者 の

喜びで大変感謝 してい る

.要介護者 の配偶者 (秦) は、本人のデイサー ビス利 用 を嘆いてい * 例 えば、介護者 が嫁の場合 、要介護者やその配偶者

る0 介護者 (嫁) のことも理解 してほ しい に介護者の気持 ちもわか ってほ しいと願っている

.要介護者 が有難み をわかっていないので、時 々腹が立つ0

.要介護者 が介護サー ビスの利 用を嫌 がる

.要介護者が不安 でシ ョー トステイ を利用 しない0 体 験で きない の

で困る
.介護の 日々は気持 ちよ く過 ごせた とい う日は 1 日もなかった0 在 * 在宅介護 は大変である0 要介護 者に優 しく接 する

宅で介護す ることは大変である こ とができず葛藤の連続 である
. さま ざま な介護 サー ビスを利 用 し助か ってい る0 以 前はイ ライ ラ

が高 じて虐待 に繋が りかねない こともあ り、自分が怖 くなったこ と

.シ ョー トステイ 、デイ サー ビスか らの帰宅後 が大変 であ る0 施設

に入ってほ しい と思 う
.家では要介護者へ優 しく接 する ことがで きないが、デイサー ビス

では優 しく接 して もらい喜んでいる

.ケアワー カー の レベルア ップを望む * 日常生活 のケ アや設備 につ いて不十 分 と感 じ

.食 事や設備 の充実 を望む ている

.デイサー ビス時 の入浴、着替え、排尿 、転倒 、ケガ等

でケアの内容が不十分 と感 じるこ とがある

.年 金生活 のた め経済的に大変である * 生活上 のさまざまな問題 につ いて身近に相談 した

.農 山村地域 のため公 共交 通機 関の利便 性 が悪 く、通院が 困難で

困っている
.地元に密着 した相談窓 口がほ しい

荏: ( )内の言葉は文意を理解するために筆者が補った言葉である。 *は第1段階の表札、 **は第2段階の表札である。

59



要介護高齢者の在宅介護を支えるもの

表2　在宅介護の現状:家族介護者へのインタビューより[KJ法によるラベル統合の流れ]
71:　フ　ベ　ル 第1段階<表札>

.近所 、親戚 か ら "長 男の嫁 が介護 してあた りま えノノとみ られ * "長 男の嫁は介護 して あ * * 長 男 の嫁 と して のプ
て しま う た りま え" とい う慣習の な レツシ ヤー や 急 に ふ りか

.主人 が親 不孝にみ られ るのが嫌や つたか ら (義父 を) 介護す か、夫のため、両親 に心配 か る介護 の現 実 な ど理 不

るしかなかった かけない よ うに と、周囲 の 尽 な感 情 に悩 ま され てい

.最初は 自分 の心 の中に詰 め込 んで辛抱 していた0 辛いけ ど、 期待 どお りにや るしかない

状況か ら介護が始ま る

る介護者 の葛藤

私が (介護) す る しか ない0 長 男の嫁 だか ら0

" (介護 を) や る しかない" 0 逃 げ出 して (実家へ) 帰 ると

両親が心配す るし

.いつ も要介護者 と接 して いる と息が詰 まる * 要介護者 の これまでの生

. は じめのおばあ ちゃんの行 動 (認知症 のは じま り) にシ ヨツ 活 と現実 とのギ ャップが受

ク0 対応で きず介護者 もパ ニック け入れ られない0 介護者 は

. (認 知症 初期 の) 要介 護者 の 「ア ホに なった0 ア ホに なつ 現実の介護 状況に今 にも押

た」 「私 は じめて聞 きま した」の繰 り返 しに どう対応 して よい しつぶ され ると強い不安 を

か混乱 した 感 じている

(これ ま で敬 意 をは らって ) "お 父 さん (要介 護 者 の こ

と) " としか呼んで こなかった0 ウンチ して もお しっこ しても

"お父 さん" と思 って たか ら、イ ライラ してたんかな
. (認知症 の介護 の) は じめの うちは、何 で私がパ ンツ洗 った

り、お尻 拭いた りせ なあかんの . . . と思っていた0 そ の うち

洗濯に慣れた し、汚れ た ら洗 えばよい と思える ようになった

.介護者が (認知症 とい う病名 に) 一番 こだわっていた * 認 知症 とい う病 名 に こだ * * 介護 者 の こだ わ り、

.一 番身 近 な人 にわか って も らえない と、 「も う言 わん とこ わ つた り、周 囲 の理解 が得 周 囲 の 無理 解 、 身 体 的不

う」 と孤独に な り自分 を追 い込む

百 罷(0 m ヒもあ り、更年期 下草 かつた

られ ない 時に 、介 護者 は 自

分で 自分 を追 い込 ん で しま

い 閉鎖 的状 況 をつ くっ てい

る

調 な ど閉鎖 的 状 況 は 、 さ

らに、 困難 な状 況 へ と介

護者 を追 い込む

.子 どもの結婚 、出産 3 回 、孫 の育児 の協力等いろい ろ大変 * さまざまな修羅場を抱えたなかで、介護 がうまく機能するか
だった0 デイサー ビスや シ ョー トステイ を利 用 した り、他の娘 どうかは、家族内の人間関係 の良否 が大きく左右 する
に勤務 を休んで も らって対処 した0

.嫁姑の問題が ものす ごく、介護 は とて もきつかった0 何で も

かんで も (姑 に対 して) 我慢 していた反 動かな ?

. 『おば あちゃん の人生い ろいろあって、頑 張って釆はったん * 同 じような境遇に ある介 * * 介護 の (家族 の) 内

やな』 と考 えるゆと りが出てきた ら、ひ どい こと言 うた 護者 や家族 との交流 は新 し 外で新 しい関係性 をみ つ

な . . . と思 える い関係 の発見 とな り、介護 け られ ることが閉塞 的な

.主人 も 「何で もや る」 と言 って くれた0 家族 みんなで協力 し 者 自身の学び、成長 、家族 介護者 の扉 を開 くきつか

一丸 とな って乗 り越 えた の結 束、困難打破 のチ ャン ;I-;一蝣.蝣-".
.介護者が主張す るのでな く、要介護者 へ ピタ ツと合 わせ る スにつなが る

と、だんだん介護 しやす くなる
.本 当に シン ドクなった時 に 『家族 の会 』に出かけた0 人の話

聴いて、 しゃべ って変 わってきた0 友達 ができた

.今の 自分は義父 (要介護者) のお かげ、たまたま認 知症に * 様 々な環境や苦難 のなか

なって くれは つたか ら学べ たこ とが一杯 ある で、いつのまにか 『要介護

.お父 さん (義父 、要介護者) の世 界に合 わせ る ことがで きる 者 への愛情』 『家族への感

ようにな り、成長 した と感 じた 謝 』が身につ き、介護の究

.主人がいたか ら乗 り越 え られ た 極 の境 地にぬ けられた

. どんな環境 にあつて も、その人 (要介護者 ) を愛す るよ うに
なった ら (二菩薩か ら) 卒業 かな ? !

. 中途半端 (葛藤か ら抜 け られ ない状態 ) や と結 局は えらい 目 * 介護 者は 自分の大変 さば * * 様 々な葛藤 、体験 、

に合っただ けで終 わって しま う か りに 目を向 けが ちだが 、 物事 の捉 え方 の変化等 に

. ど うした ら自分 の気持 ちを穏や かに して接 する ことがで きる 穏 やかな気 持 ちにな りたい よ り、介護者 の要介護者

か葛藤 し、模索 した とい う葛藤 のす え要介護者 ヘ の理解 が深 ま り前 向き

. 「介護者は大変や大変や」 と振 りまいていた0 本当はおばあ ヘの理解が介護者 を変 える

きっか けにな る

になる (柔軟 さ)

ちゃん (要介護者) が一番大変 で 自分がパニ ックを起 こしてい

ただ けと思 えるまで時 間を要 した

. 「家族 の会」 に出くわ したこ とが少 しでも変わ りたい と思 え

るきっか けに なった し、ここまで (葛藤 か らの卒業) た ど りつ

..・.i.. こち ら (介護 者 ) も物 忘れ が多 い0 お ばあ ちゃん (要介護

* ).ii,;~ ~ i「 T m l

者) よ り少 し時間が後 なだけ0 お ばあちゃんがた くさん忘 れは

るけど、似た よ うになって きて . . .

・1 覇、認知症 の知識 があった ら少 しはW -i た と思 う

. 自分 自身に 「いつ までも じやないよ」 と言いきかせ て、やつ 方に より、困難な状況 も前

と一つ 山を越 え、また 、次 の場面 とい う繰 り返 し 向きに変化 し続 ける

. (施設 に) 預 けることは逃 げるこ とでな く、預かって もら う

と思 うと介護者 は助か る

注: ( )内の言葉は文意を理解するために筆者が補った。 *は第1段階の表札、 **は第2段階の表札である。
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